

















































































































































































































































































































































































Theory of Economic History）を発表し，続いて1977年に『経済展望―貨幣










































































































































































スは，『賃金の理論』（The Theory of Wages）〔1934年〕において，労
働供給曲線はシャープな右下がり曲線であることを，データにもとづ
いて明らかにした。なおダグラスは，ダグラスの生産関数でも有名で，
アメリカの労働分配率が長期間一定（国民所得の約2/3）であることを
発見した。
賃金に労働需給を調整する機能がないとすると，不況期に発生する非自
発的失業は，労働市場の市場力（market forces）のみによっては解消する
ことができない，ということになる。労働市場における需給の均衡は，賃
金の変化によって達成されないわけだから，労働市場は，市場として致命
的な不完全性（欠陥）をもっていると，いわざるを得ないのである。不況
が生み出した非自発的失業は，景気回復によって労働需要が増加してお父
さんに再就職の道が開け，お母さんもパートに出る必要がなくなったので
専業主婦に戻ることによって労働供給が減少して，次第に解消していくの
である。不況によって生まれた非自発的失業は，賃金低下によってではな
く景気の回復によってはじめて解消することが可能なのである。
ところで失業した労働者は，失業中の生活をどのようにしてしのいでい
ったらよいのであろうか。困ったことに労働市場には，失業者の暮らしを
支えてくれる緊急避難の機能がついていないのである。失業した労働者と
その家族は，乞食か泥棒をやって生きていくしかないということになる。
ところがよくしたもので，わたくしの壊死した脳細胞に代わって助っ人の
脳細胞が現れてきたように，失業問題が深刻化していくと，労働市場の不
完全性を補完する別の制度が必ず出現してくるのである。この種の補完的
制度は，安全網（セイフティ・ネット）といわれている。失業の安全網と
して登場した補完的制度の事例を，いくつか紹介しておこうと思う。
【失業者のための安全網】
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労働者の自主的共済活動がもとになって，失業保険や労働金庫などのセ
イフティ・ネットが形成されていった。
①江戸幕府の視覚障害者に対する社会政策　
　座頭（鍼灸，按摩）が仕事にあぶれてしまって生活が困難になった
とき，検校（けんぎょう）を頂点とする障害者団体の金融事業から援
助を得て生活することができた。
②賀川豊彦らが設立した貧乏人のための質屋
　キリスト教の牧師であった賀川豊彦は，労働組合運動に参加し，労
働組合による社会事業に力を入れた。失業や病気で困窮した労働者が，
低金利でお金を借りることができるようにするため，労働者のための
質屋を各地に設立した。
③友子同盟の共済活動
　友子は，鉱山で働く採鉱夫や支柱夫を中心に組織された職業別組合
で，明治大正期に広く全国の鉱山に組織されていた。特に共済活動に
力を入れ，失業した鉱夫を他の山に移動させたり（職業紹介），奉加帳
（カンパ）で生活を維持させる措置をとったりした。
非自発的失業を解消するメカニズムを持たないだけでなく，失業者の生
活を支える機能さえも欠如した欠陥だらけの労働市場ではあるが，セイフ
ティ・ネットが形成され，そのセイフティ・ネットと結合することによっ
て進化し，欠陥を克服することができたのである。労働市場は，崩壊した
り，衰退したりすることなく，発展の道を歩んでいったのである。
第５節　結び：労働市場の見えざる手
もう紙数がなくなってしまったので，あとは簡略にまとめてこの手引き
を終えることにしたい。
労働市場には様々な欠陥があるにもかかわらず，労働力を多様な産業や
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職業に社会的に配分する資源配分（resource allocation）のメカニズムとし
て，これほどうまくできた制度は他にないのである。労働市場が，労働力
資源の配分機能をいかに巧妙にはたしているかを解明したのは，経済学の
父といわれるアダム・スミスである。
スミスは，『国富論』の第１編「労働の生産力の改良，および労働の生産
物が民衆のさまざまな階級のあいだに自然に分配される順序について」の
第８章で賃金決定について論じ，続いて第10章で職種別賃金格差が生じる
原因を論じて，有名な“純利益均等の原理”を展開している。スミスによ
ると，職種によって賃金が異なるのは，労働条件の有利不利を賃金の大小
によって相殺することによって，すべての職種の純利益（労働条件プラス
賃金）をおおよそ等しくするためだという。例えば，冬場夜間に道路工事
の仕事をするのは，まことにつらいことである。このようなつらい仕事を
引き受けてもらうには，冬場のつらい作業という悪条件を相殺してくれる
ような高い賃金を払わねばならない。そうでなければ，そんなつらい作業
を引き受ける人は出てこないであろう。逆に言えば，人々から尊敬される
職業についている人は，報酬が低くても十分満足できるのだという。イギ
リス国教会の牧師は，正牧師であれ副牧師であれいずれも，オックスブリ
ッジのような銘柄大学を卒業していても報酬は非常に低い。しかしイギリ
スでもっとも権威と威信が高いのは，王や女王ではなくイギリス国教会の
牧師たちの頂点に立つ大司教なのだそうである。
【アダム・スミスの純利益均等の原理】
スミスは，「次の５つが，ある職業で金銭上の利得が小さいのを補い，他
の職業で利得が大きいのを相殺する，主な事情である」と述べて，以下の
５つを列挙している。
（１）職業そのものの快・不快
（２）職業の習得が容易で安あがりか困難で高くつくか
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（３）職業における雇用の安定・不安定
（４）職業にたずさわる人びとへの信頼の大小
（５）職業における成功の見込みの有無
このように労働市場は，賃金の差異を通して労働力を様々な職業に配分
しているのである。近代社会は，職業選択の自由と居住の自由を基礎にし
た自由な社会である。人は誰でも，指令で動いているのではなく，みずか
らの選択にもとづいて職業を選び就職していくにもかかわらず，長期的に
見ると労働力の不足も過剰も生じることがない。労働市場の見えざる手に
よって労働力資源が適正に配分されていくからである。
最後にスミスが『国富論』で展開していることで，労働経済学上とても
大切なことを３点ほど指摘して，本稿を閉じることにする。
（１）高い賃金を稼ぐには高い熟練（skill）が必要とされる。
（２）経済は，労働生産性の向上によって成長する。労働生産性を向上さ
せるもっとも重要な要因は，人々の熟練であり熟練の進化である。
（３）労働市場には，労働者の熟練度を高めていくメカニズムがそなわっ
ていない。これは労働市場の欠陥である。しかしこの欠陥は，学校教
育と企業内教育や徒弟制によって克服することができる。
〈参考文献〉
（Ⅰ）　現在学生諸君が容易に入手できる労働経済学の教科書は，ミクロ経済の
理論を労働市場に適用した新古典派労働経済学系のものが多いようであ
る。
　この種の教科書では，まず完全競争市場を想定して均衡雇用水準と均衡
賃金水準の決定メカニズムを説明したうえで，日本的雇用慣行といわれて
いる“年功賃金”や“終身雇用”の分析に移る，といったような構成にな
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っている。このような構成の教科書の例として，以下の本をあげておきた
い。
荒井一博著　『雇用制度の経済学』　中央経済社　初版平成８年　2900円
　
　労働経済学は，本文で書いたように，興味つきない奥の深い経済学の一
分野なのであるが，どうしたわけか労働経済学の教科書となると，知的興
奮を惹起させることの乏しい無味乾燥なものがはなはだ多い。その理由は，
トピックの選び方に工夫が足りないうえに，日本の労働市場の実際をデー
タにもとづいて実証的に議論していないかだと思われる。
（Ⅱ）　これまで日本人によって書かれた労働経済学の教科書で,知的刺激に満
ちた高度な内容をもちながら，おもしろい話題を満載している教科書は，
残念ながら皆無であったように思われる。しかし小池和男の教科書の出現
によって，その空白がついに埋められることになった。
小池和男著　『仕事の経済学』　東洋経済新報社　第３版2005年　3200円
　この教科書の魅力的な点は、労働市場を分析していくうえでどんな統計
が存在しているか，それらの統計の長所と短所は何であるか，統計を利用
するにあたってどの点に注意したらよいか，などについて丁寧な解説を付
けている点である。学生がレポートや卒業論文を書くときに必要となるの
は，まさにそのような研究方法上のノウハウなのである。
　小池和男は，英文で書かれた研究書を何冊も出版している英語通の経済
学者である。しかし英語通で外国文献に詳しい人でありながら，まったく
バターくささのない人で，外国文献の崇拝を嫌った本居宣長を思わせるよ
うな経済学者であるといえよう。
（Ⅲ）　学生時代に，古典を読む楽しさをぜひ経験しておいてほしい。古典とい
ってもいろいろあるので，何を読んだらよいか選択に迷うことであろう。
わたくしは，イギリスの経済学者の書いた以下の３冊と，福沢諭吉の以下
の２冊の本を読むことを薦めたい。
イギリス労働経済学の古典
（１）　アダム・スミス：　『国富論』　上・下　山岡洋一訳　日本経済新聞社　
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2007年
（２）　アルフレッド・マーシャル：　『経済学原理』　Ⅰ～Ⅳ第８版の訳　永澤
越朗訳　1985年
（３）　シドニー＆ベアトリス・ウェッブ：　『産業民主制論』　高野岩三郎監訳
　法政大学出版局　1969年復刻
福沢諭吉が書いた啓蒙書二冊
（１）　『文明論之概略』
（２）　『学問のススメ』
　ともに岩波文庫に入っているので入手は容易である。
